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「
「
農
業
基
本
法
」
か
ら
忘
見
料
暮

震
業
・
農
村
基
本
法
」
へ

今
年
の
七
月
士
官
、
「
食
料
・

農
業
・
農
相
基
本
法
」
と
い
う

法
律
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
「
新
基
本
法
」
と
す
る
）
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
九
六
一
年
に

制
定
さ
れ
た
「
農
業
基
本
法
」

（
以
下
、
「
旧
基
本
法
」
と
す
る
）

に
代
わ
る
新
た
な
骨
組
み
に
沿
っ

て
、
今
後
農
業
政
策
が
進
め
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
新
基
本
法
」
の
法
律
案
が
出
さ

れ
る
ま
で
に
は
、
「
旧
基
本
法
」

に
関
す
る
研
究
会
や
　
「
食
料
・

農
業
こ
農
村
基
本
問
題
調
査
会
」

な
ど
専
門
家
に
よ
る
議
論
が
重

ね
ら
れ
、
国
民
の
意
見
を
聞
く

機
会
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
団
体
以

外
に
国
民
の
反
応
は
総
じ
て
鈍
く
、
「
国
民
的
議

論
」
と
言
え
る
よ
う
な
盛
り
上
が
り
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
食
掛
∵

農
業
政
策
は
私
た
ち
の
食
生
活
に
直
結
す
る
大

変
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
新

旧
基
本
法
と
北
海
道
農
業
や
私
た
ち
の
関
わ
り

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か

川
「
旧
基
本
法
」
と
北
海
道
農
業

一
九
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
旧
基
本
法
」

は
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
生
産
性
が
上
が

り
所
得
が
伸
び
る
商
工
業
と
、
そ
れ
に
及
ば
な

い
農
業
と
の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
柱
は
Ⅰ
、
生
産
政
策
、

Ⅱ
、
価
格
・
流
通
政
策
、
Ⅲ
、
構
造
政
策
の
三

本
か
ら
な
り
、
Ⅲ
の
構
造
政
策
を
機
軸
に
位
置

付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
法
を
具
体
的
に
言

え
ば
、
①
農
家
戸
数
を
減
ら
し
、
②
経
営
窺
横

を
拡
大
さ
せ
生
産
性
を
上
げ
る
。
③
需
要
が
伸

び
る
肉
や
果
物
な
ど
を
振
興
し
、
輸
入
品
と
競

合
す
る
小
麦
や
大
豆
な
ど
は
合
理
化
し
、
そ
の

他
需
要
が
減
少
す
る
も
の
は
縮
小
し
、
◎
近
代

的
な
農
業
経
営
を
広
く
形
成
し
、
他
産
業
と
の

格
差
を
解
消
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た

そ
の
た
め
に
、
農
家
の
経
営
と
消
費
者
の
生
活

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
価
格
政
策
と
、
海
外
か

ら
の
輸
入
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
の
国
境
措
置

が
と
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
目
標
を

あ
る
程
度
実
現
し
た
の
は
全
国
で
北
海
道
だ
け

で
し
た
。
他
の
都
府
県
の
場
合
、
農
業
だ
け
で

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
も
、
他
の
仕
事
と
兼

業
し
な
が
ら
農
業
を
続
け
た
た
め
、
予
測
し
た

程
は
農
家
戸
数
が
減
ら
ず
、
経
営
規
模
も
拡
大

し
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
表
に
示
し

た
よ
う
に
、
北
海
道
農
業
は
本
州
に
比
べ
て
専

業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農
家
（
農
業
所
得
の
割

合
が
五
十
％
以
上
の
農
家
）
　
の
割
合
が
高
く
、

雀
宮
耕
地
面
積
も
都
府
県
の
十
四
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
生
産
面
で
も
、
米
、
馬
鈴
薯
、
大
豆
、

小
豆
、
い
ん
げ
ん
類
、
小
麦
、
甜
菜
、
玉
ね
ぎ
、

人
参
、
大
根
、
南
瓜
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
牛
乳
、

牛
肉
、
な
ど
多
く
の
農
産
物
が
全
国
1
位
の
生

産
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
北
海
道
産

の
農
産
物
は
、
生
産
額
で
は
全
国
の
約
l
割
、
供

給
熱
量
で
言
え
ば
約
2
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。

刷
新
基
本
法
の
特
徴

「
旧
基
本
法
」
、
の
目
的
が
農
業
の
生
産
性
向
上

と
所
得
増
大
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
新
基
本
法
」

の
目
的
は
「
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
農
業
」

か
ら
「
国
民
」
　
へ
と
視
点
を
移
し
ま
し
た
。
ま

た
、
基
本
理
念
と
し
て
Ⅰ
、
食
料
の
安
定
供
給

の
確
保
、
Ⅱ
、
（
農
業
の
）
多
面
的
機
能
の
発
揮
、

Ⅲ
、
農
業
の
持
続
的
発
展
、
Ⅳ
、
農
村
の
振
興

の
四
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
Ⅰ
の
「
食
料
の
安

定
供
給
の
確
保
」
で
は
、
国
内
農
業
生
産
の
増

大
と
自
給
率
向
上
を
掲
げ
て
い
る
点
が
評
価
で

き
ま
す
。
Ⅱ
の
「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
で
は
、

農
業
生
産
に
伴
う
環
境
保
全
や
景
観
形
成
、
文

化
伝
承
な
ど
の
機
能
を
認
め
た
点
は
評
価
す
べ

き
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
農
政
が
こ
う
し
た
機

能
を
損
な
っ
て
き
た
と
い
う
反
省
は
な
く
、
Ⅲ

の
「
農
業
の
拝
読
的
発
展
」
で
も
、
多
く
の
施

策
の
中
に
「
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
」
が

埋
も
れ
て
お
り
、
構
造
政
策
を
中
心
に
生
産
性



表　北海道農業と都道府県農業の比較（1997年） 

項　　　　目　（単位） 冉ｸ､9;��都府県 

総農家数・割合　　　（千戸（％）） 都�������｢�2，497（100） 

専業農家数・割合　　　（戸（％）） �38�鼎h�｢�402（16） 

第1種兼業農家数・割合　（戸（％）） �#h��3x�｢�385（15） 

第2種兼業農家数・割合　（戸（％）） ��(���x�｢�1，710（68） 

経営耕地面積　　　　　（ha／戸） ��X�CB�1．1 

農業租生産額　　　　　　（億円） ���3�sb�8，913 

数量供給量　　　　　　（兆kcal） ��8�C"�55．9 

耕地面積　　　　　　　（千ha） ���C�澱�3，753 

耕地占有率（都道府県／全国）（％） �#H�C"�75．8 

耕地率（許地面積／稔土地面積）（％） ��X�C2�12．7 

資料r北海道農林水産耗計牛乳㌻理科年表（1997年版）二 

注）熱量供給丑については、㌻食料需給表二より推計

の
高
い
大
規
模
農
業
を
育
成
す
る
と
い
う
点
で

は
、
「
旧
基
本
法
」
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
Ⅳ

の
「
農
村
の
凍
輿
」
に
つ
い
て
は
、
農
村
の
総

合
的
な
振
興
と
と
も
に
中
山
間
地
へ
の
配
慮
や

都
市
と
農
村
の
交
流
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
体
を
通
じ
て
、
特
徴
的
な
の
は
、
「
市
場
原

理
重
視
」
と
「
環
境
へ
の
配
慮
」
と
言
え
る
で

し
ょ
、
つ
。
一
概
に
「
旧
基
本
法
」
　
に
基
づ
く
政
策
を
評

価
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も

北
海
道
農
業
は
、
「
旧
基
本
法
」
の
価
格
政
策
や

国
境
措
置
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

「
市
場
原
理
重
視
」
や
国
際
的
整
合
性
の
た
め
価

格
政
策
や
国
境
措
置
を
失
う
こ
と
は
、
こ
う
し

た
支
柱
を
失
う
こ
と
で
あ
り
、
国
際
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
、
経
営
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
の
は

北
海
道
に
多
い
専
業
農
家
で
す
。
そ
の
結
果
、

輸
入
農
産
物
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と

も
危
倶
さ
れ
ま
す
。

三
、
新
基
本
法
と
持
続
的
農
業

M
「
新
基
本
法
」
に
お
け
る
持
続
的
農
業
の
位

置
付
け

「
新
基
本
法
」
に
あ
る
「
自
然
循
環
機
能
の

維
持
増
進
」
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
持
続

的
農
業
は
、
国
連
な
ど
の
場
で
は
一
九
八
〇
年

代
か
ら
見
ら
れ
る
概
念
で
す
。
国
連
や
O
E
C

D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
で
は
、
経
済
効
率

一
辺
倒
か
ら
の
転
換
や
持
続
的
農
業
へ
の
移
行

を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
　
「
地
球
サ

ミ
ッ
ト
」
や
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
で
も
、

持
続
的
農
業
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
流
れ
の
背
景
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮
無

く
し
て
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
経
済
の
発
展
や
農

業
生
産
の
継
続
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
認
識
が

国
際
化
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
新
基
本
法
」
で
「
農
業
の
持
続

的
発
展
」
の
実
現
を
図
る
た
め
の
基
本
的
施
策

を
見
て
み
る
と
、
第
二
十
一
条
～
三
十
三
条
の

中
で
持
続
的
農
業
に
関
す
る
条
文
は
、
第
三
十

二
条
の
「
自
然
循
環
機
能
の
維
持
増
進
」
　
の
み

で
あ
り
、
持
続
的
農
業
の
位
置
付
け
は
、
国
際

的
な
意
識
と
は
大
き
な
乗
雅
が
あ
り
ま
す
。

似
関
連
法
と
施
策

持
続
的
農
業
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
関
連
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

①
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促

進
に
関
す
る
法
律
』

②
F
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
』

③
「
肥
料
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』

ま
た
、
「
新
基
本
法
」
　
の
理
念
と
し
て
は
、

「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」
の
具
体
的
施
策
と

し
て
で
す
が
、
「
有
機
食
品
」
の
表
示
に
つ
い
て

の
法
律
も
成
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
内
容
を
検
討
し
て
み

る
と
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
持
続
的
農
業
は
、

「
土
づ
く
り
」
と
「
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
」
　
の

一
体
化
し
た
農
業
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戟
後
こ

れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
農
業
の
近
代
化
と
、

経
清
合
理
性
の
追
求
が
も
た
ら
し
た
化
学
肥
料
・

農
薬
へ
の
依
存
を
見
直
す
視
点
が
よ
う
や
く
法

律
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
点
は
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
い
う
現

在
に
お
い
て
、
資
源
・
エ
、
不
ル
ギ
ー
節
約
の
視



点
を
欠
い
て
い
る
点
は
「
拝
読
的
」
を
詣
う
に
ほ

不
十
分
で
す
し
、
施
策
の
内
容
と
し
て
も
、
農
家

に
対
す
る
金
融
支
援
や
税
制
の
優
遇
措
置
、
施

設
整
備
事
業
な
ど
が
中
心
で
、
持
続
的
農
業
の
体

系
的
な
研
究
壷
及
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
点
も
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
有
機
農
業
に
つ

い
て
は
、
将
来
的
に
農
業
の
持
続
性
を
よ
り
一

層
高
め
て
い
く
た
め
に
も
尊
重
す
べ
き
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
今
回
は
単
に
有
機
農
産
物
の
表

示
規
制
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
も
不

十
分
な
取
り
扱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

四
、
北
海
道
農
業
を
持
株
的
農
業
に
転
換
し
て

い
く
た
め
に

侶
北
海
道
に
お
け
る
持
続
的
農
業
の
必
要
性

第
一
に
、
北
海
道
に
お
い
て
農
業
は
重
要
な

産
業
で
あ
り
、
今
後
と
も
食
料
基
地
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
も
、
長
期
的
視

野
を
持
ち
、
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
必
要

性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
力

の
維
持
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
安
全
性
を
一
層

高
め
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

第
二
に
、
全
国
の
農
地
面
横
の
う
ち
北
海
道

の
シ
ェ
ア
は
二
十
四
％
と
高
く
、
都
道
府
県
面

積
に
占
め
る
農
地
面
積
の
割
合
も
、
都
府
県
よ

り
北
海
道
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
生
産
方
法
次
第
で
は
環
境
に
与
え
る

影
響
も
大
き
く
、
環
境
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す

た
め
に
は
持
続
的
農
業
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

第
三
に
、
北
海
道
で
は
、
経
営
規
模
の
大
き

さ
や
、
寒
冷
気
候
に
よ
る
作
業
適
期
の
短
か
さ

の
た
め
に
、
機
械
装
備
や
資
材
・
燃
料
消
費
の

縮
小
が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
資
源
の
節
約

と
共
に
、
家
畜
糞
尿
の
ガ
ス
利
用
や
風
力
発
電

な
ど
農
業
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。一
方
、
北
海
道
で
組
織
的
に
持
続
的
農
業
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
八
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
し
た
。
地
域
振
興
の
一
環
と
し

て
の
意
味
も
あ
り
、
複
数
の
町
村
で
地
域
的
な

取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
．
北

海
道
庁
で
は
、
九
一
年
か
ら
「
環
境
調
和
型
農

業
（
ク
リ
ー
ン
農
業
）
」
と
い
う
名
称
で
持
続
的

農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

切
北
海
道
で
持
続
的
農
業
を
推
進
す
る
た
め

の
課
題

ま
ず
第
一
に
、
生
産
支
援
と
い
う
意
味
で
、

試
験
研
究
の
さ
ら
な
る
充
実
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
個
々
の
作
目
や
資
材
別
の
研
究
が
中
心
で

し
た
が
、
今
後
は
、
生
産
体
系
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
技
術
体
系
が
必
要
で
す
。

第
二
に
、
販
売
・
流
通
支
援
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
「
地
産
地
滑
」

の
理
念
を
広
げ
、
購
買
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
関
連
し
て
、
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
よ
う
に
食
料
の
国
内
自
給
や
地
場
流
通
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
動
き
へ
の
支
援
も
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
協
な
ど
も
都
府
県
大
浦

費
地
に
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
場
流
通
、

地
域
流
通
、
地
域
住
民
と
の
交
流
も
視
野
に
入

れ
て
、
地
域
の
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
販
売

展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

第
三
に
、
北
海
道
は
、
農
業
の
み
な
ら
ず
水

産
業
も
盛
ん
で
、
森
林
資
源
も
豊
富
な
地
域
で

す
。
持
続
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
農
業

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

他
産
業
と
の
関
係
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
間
者
の

解
決
に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
な
か
で
、
現
在
の

生
産
か
ら
流
通
∴
消
費
ま
で
の
過
程
を
碇
え
直

し
、
良
い
点
は
積
極
的
に
評
価
し
つ
つ
、
間
遷

点
は
素
直
に
反
省
し
、
生
活
や
経
済
活
動
全
般

を
「
拝
読
的
」
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

圏
職

一
九
六
七
年
　
誕
生
（
神
奈
川
県
）

一
九
九
六
年
　
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
博
士
課
程
に
進
学

（
農
業
経
済
学
専
攻
）
同
年
六
月
よ
り
並
行
し

て
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
に
勤
務
、
現
在
に

至る。大
学
よ
り
農
業
経
済
学
の
立
場
か
ら
有
横
農

業
の
研
究
を
読
け
る
。
特
に
、
有
機
農
業
の
内

外
動
向
や
流
通
分
野
（
産
消
捷
携
、
有
様
農
産

物
専
門
流
通
業
者
、
基
準
・
認
証
な
ど
）
に
つ

いて。
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食
と
い
う
字
は
、
「
人
」
を
「
息
」
く
す
る
と
書
き
ま
す
。
私

達
の
周
り
に
は
、
化
学
肥
料
、
農
薬
、
食
品
添
加
物
、
ハ
ウ
ス

昨
年
度
は
八
十
五
％
で
し
た
。
）
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
米
に
つ
い

て
も
勉
強
が
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
、
旬
の
「
柳
葉
魚
」
は
釧
路
・
鵡
川
・
厚
賀
周
辺
に
し
か
い
な

い
「
魚
」
で
、
川
で
産
卵
し
・
ふ
化
し
て
梅
で
育
つ
と
言
わ
れ
て
お
り

栽
培
等
、
栄
養
価
な
ど
は
二
の
次
で
形
や
見
か
け

や
色
合
い
だ
け
強
調
さ
れ
た
r
食
品
連
山
が
店
頭

に
並
ん
で
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
一
規

格
で
市
場
に
出
荷
さ
れ
曲
が
っ
た
「
き
ゅ
う
り
」
、

形
の
小
さ
い
「
た
ま
ね
ぎ
」
は
市
場
の
片
隅
で
泣
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
食
品
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、

効
能
商
売
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に
も
必
要
の

牛
乳
も
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
や
ド
ラ
エ
モ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

商
品
と
し
て
、
「
商
売
」
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
子
供

た
ち
に
は
本
物
の
成
分
、
栄
養
表
示
や
牛
乳
パ
ッ
ク
は
リ

サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
案
内
等
の
表
示
が
必
要
と
思
わ
れ
る

の
に
、
何
か
が
違
う
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。

「
無
添
加
」
と
は
、
す
ぼ
ら
し
い
響
き
を
も
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
現
状
は
厚
生
省
の
二
百
何
種
類
の
許
可
し
た

も
の
以
外
を
使
用
し
た
場
合
は
、
「
無
添
加
」
と
表
示
で

き
る
こ
と
を
認
知
し
て
お
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

の
勉
強
不
足
、
知
識
不
足
か
ら
F
指
し
を
し
て
消
費
し
て

い
る
の
が
、
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
。
こ
の
時
期
に
だ
け
厚
賀
で
は
天
日
乾
燥
さ
せ
て
加

工
し
て
い
る
生
産
者
も
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
真
面
目

に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
と
轟
を
広
げ
て
い
く
の
も
、

私
達
の
務
め
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
上
旬
迄
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
「
し
し
ゃ
も
寿
司
」
も
鵡
川
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
で
は
、
て
フ
ス
カ
産
の
「
カ
ラ
フ
ト
シ

シ
ャ
モ
」
や
北
欧
産
の
「
カ
ペ
リ
ン
」
が
中
心
に
販
売
さ

れ
て
お
り
、
本
物
の
「
柳
葉
魚
」
と
は
種
類
も
ま
っ
た
く

違
う
「
魚
」
が
堂
々
と
店
頭
で
並
ん
で
い
る
こ
と
自
体
、

私
達
の
感
覚
が
麻
痔
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
け
れ
ば
い
い
と
い
う
時
代
は
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
の
父
の
仕
事
の
関
係
で
、
「
椎
茸
」
を
栽
培
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
「
ク
ヌ
ギ
」
「
シ
イ
」
の

原
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
椎
茸
菌
を
入
れ
て
「
か
な
ず

ち
」
で
蓋
を
し
、
日
陰
で
ワ
ラ
を
か
け
水
分
を
与
え
て
い

く
と
「
椎
茸
」
が
収
穫
で
き
た
こ
と
、
小
学
生
の
頃
（
随

分
、
昔
で
す
が
）
　
の
記
憶
と
し
て
今
で
も
残
っ
て
お
り
ま

毎
日
常
食
と
し
て
い
る
「
米
」
J
軋
名
前
ば
か
り
が
先
攻
し
て
、
ど
こ

の
地
域
で
誰
が
作
っ
た
の
か
、
表
面
に
は
出
ま
せ
ん
。
新
潟
・
魚
沼
産

の
「
こ
し
ひ
か
り
」
は
生
産
量
の
何
十
倍
も
市
場
に
出
回
っ
て
お
り
ま

す
。
（
本
年
度
の
こ
の
地
域
の
一
等
米
の
評
価
は
生
産
量
の
五
十
％
で
、

す
。
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
何
か

思
い
出
作
り
を
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
子
供
た
ち
に
今
、
親
と

し
て
先
輩
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
何
が
必
要
な
の
か
も
っ
妄
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
を
良
く
す
る
た
め
に
「
食
べ
物
山
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
。



小
麦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
麦
感
謝
壷
で
瞳
る
伊
た
か
を
未
べ
よ
う
パ
ー
テ
ィ
l

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
　
上
野
千
賀
子

十
月
十
七
日
初
雪
／
そ
う
そ
の
日
は
初
雪
の
降
る
寒
～
い
日
だ
っ
た

の
で
す
。
小
麦
を
収
穫
し
た
日
は
灼
熱
の
l
日
だ
っ
た
の
に
。
で
も
そ

れ
は
素
敵
な
秋
の
一
日
の
演
出
に
な
っ
た
よ
う
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
頭
や
コ
ー
ト
を
ぬ
ら
し
つ
つ
も
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
を
し
て
、

会
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
」
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

参
加
者
五
十
二
人
中
l
人
の
欠
席
も
な
く
、
感
謝
祭
は
食
の
自
給
ネ
ッ

ト
代
表
の
松
下
さ
ん
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
北
海
道
の
小
麦
の
話
や
私
た

ち
の
小
麦
を
美
味
し
い
パ
ン
に
焼
き
上
げ
て
く
れ
た
シ
ロ
ク
マ
北
海
食

品
㈱
の
荒
川
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、
北
見
で
「
フ
レ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
ス
ー
パ
ー
を
経
営
し
て
い
る
川
崎
さ
ん
の
乾
杯
で
食
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
川
崎
さ
ん
は
な
ん
と
そ
の
日
北
見
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ

た
の
で
す
。
川
崎
さ
ん
は
北
見
を
始
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
で
色
々
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
で
、
私
た
ち
の
会
に
注
目
し
、
会
月
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
自
給
ネ
ッ
ト
の
輪
が
北
海
道
の
中
に
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
行
く

よ
う
で
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

食
事
は
主
役
の
パ
ン
、
地
場
で
取
れ
た
野
菜
中
心
の
料
理
、
ワ
イ
ン

や
パ
ス
タ
、
こ
れ
が
全
部
北
海
道
で
と
れ
た
物
な
の
で
す
。
日
本
の
食

卓
に
の
ぼ
る
食
材
の
約
四
十
％
し
か
国
産
で
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
な

か
、
な
ん
と
贅
沢
な
食
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
全
部
道
産
な
ん
て
。
な

ん
て
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
安
心
と
暖
か
さ
、
い
と
お
し
さ
（
ち
ょ
つ

と
オ
ー
バ
ー
か
な
）
　
と
い
う
か
、
と
に
か
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
シ
ェ

フ
の
腕
前
と
食
材
の
良
さ
。
み
な
さ
ん
お
な
か
が
き
つ
く
て
苦
し
い
と

言
い
つ
つ
も
出
て
く
る
お
料
理
は
全
部
見
事
に
た
い
ら
げ
、
殆
ど
初
め

て
会
う
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
食
事
の
後
は
小
麦
の
穫
ま

き
に
参
加
し
た
中
田
さ
ん
と
、
収
穫
に
参
加
し
た
田
中
さ
ん
、
佐
藤
さ

ん
に
作
業
体
験
の
お
話
を
し
て
頂
き
、
き
つ
か
っ
た
収
穫
作
業
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
こ
の
パ
ン
が
う
れ
し
く
、
誰
に
も
あ
げ
た
く
な
い
！
な
ど
の

感
想
に
、
皆
さ
ん
は
に
こ
に
こ
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
種

ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
畑
の
持
ち
主
で
あ
る
厚
田

村
の
長
さ
ん
が
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
事
務
局
の
渡
辺
さ
ん
か
ら

表
を
も
と
に
収
穫
ま
で
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
日
最
後
の
お
楽
し
み
、
食
の
自
給
ネ
ッ
ト
な
ら
で
は
の

野
菜
ビ
ン
ゴ
大
会
を
し
ま
し
た
。
農
作
物
で
北
海
道
が
全
国
一
収
穫
さ

れ
て
い
る
物
を
中
心
に
、
自
分
で
書
く
ビ
ン
ゴ
な
の
で
す
。
こ
れ
が
楽

し
く
て
勉
強
に
な
る
と
い
う
す
ぐ
れ
も
の
で
、
会
場
は
多
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

帰
り
に
は
道
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
ビ
ン
ゴ
の
景
品
と
、
食
べ
き
れ

な
か
っ
た
パ
ン
を
骨
で
分
け
合
っ
て
持
ち
、
外
は
寒
い
け
れ
ど
ほ
か
ほ

か
し
た
暖
か
い
気
持
ち
で
み
な
さ
ん
帰
ら
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
主
催
し
た
自
分
た
ち
が
〓
菅
楽
し

ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
給
の
可
能
性
を
探
る
ツ
ア
ー
報
告

た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
充
実
の
ー
日

ボ
ラ
ン
広
場
　
笛
木
　
康
雄

九
月
八
日
、
朝
八
時
前
に
札
幌
テ
レ
ビ
塔
前
を
出
発
。
総
勢
十
六
名
、
二

十
九
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
余
裕
タ
ッ
プ
リ
。
今
回
の
学
習
ツ
ア
ー
の
目

的
は
、
地
域
の
な
か
で
の
地
産
地
滑
の
可
能
性
を
探
る
、
と
い
っ
た
気
楽
な
も

の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
出
会
っ
た
人
達
の
前
向
き
な
姿
に
、
限
り
な
き
可
能

性
を
感
じ
た
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
栗
山
の
南
空
知
地
方
卸
売
市
場
。
賓
住
着
の
佐
藤
さ
ん
が
発
す
る

威
勢
の
良
い
セ
リ
の
声
が
、
バ
ス
を
降
り
た
耳
に
響
い
て
き
ま
し
た
。
買
入
は
、

地
元
周
辺
の
小
売
店
や
加
工
業
者
。
こ
こ
で
の
価
格
の
付
け
方
は
、
ま
ず
出
荷

す
る
生
産
者
や
業
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
価
格
を
市
場
に
伝
え
ま
す
。
セ
リ

で
は
、
落
札
価
格
を
希
望
価
格
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
丁
々
発
止
の
感
じ
で
進

め
て
い
ま
し
た
。
生
産
者
と
小
売
店
を
直
接
結
ぶ
地
方
卸
売
市
場
の
役
割
を
、

こ
こ
甫
空
知
地
方
卸
売
市
場
で
は
今
で
も
引
継
い
で
い
ま
し
た
。
松
下
さ
ん
の

話
で
は
、
佐
藤
さ
ん
の
個
人
的
な
力
量
が
大
き
い
と
の
こ
と
。

次
は
市
場
か
ら
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
北
海
道
の
米
で
日
本
酒
を
遣
っ
て

い
る
小
林
酒
造
。

着
い
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
酒
造
会
社
が
消
費
者
に
向
か
っ
て
1
歩
踏
み

込
ん
で
き
て
い
る
姿
勢
で
し
た
。
地
域
の
人
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
き
使
用
で

き
る
よ
う
に
、
設
備
・
広
場
を
敷
地
内
に
設
置
。
も
と
も
と
地
酒
は
、
そ
の
地

域
の
生
産
者
が
米
を
酒
造
店
に
持
ち
込
み
、
酒
造
店
は
遣
っ
た
酒
を
生
産
者
に

手
渡
す
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
小
林
酒
造
が
、
北
海
道
の
米
で
酒
を

生
産
者
が
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
提
供
す
る
、
長
沼
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
。
開
業
5
年
で
年
間
5
万
人
の
お
客
さ
ん
と
い
う
繁
盛
。

圧
因
的
に
女
性
客
。

オ
ー
ナ
ー
の
仲
野
滞
さ
ん
は
生
産
者
。
そ
の
仲
野
さ
ん
、
二
十
才
く
ら
い
の

頃
は
、
畑
で
大
量
作
付
け
・
大
量
収
穫
を
目
指
す
生
産
者
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

二
十
五
才
の
頃
、
数
量
だ
け
を
追
い
か
け
て
い
る
生
産
に
「
食
べ
も
の
を
作
っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
か
…
」
と
疑
問
を
抱
く
。

そ
こ
で
「
自
分
で
作
っ
た
食
べ
も
の
を
、
直
音
食
べ
て
も
ら
お
う
」
と
、
一
念

発
起
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
三
年
か
け
て
完
成
。
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
。

ま
ず
、
自
分
で
栽
培
し
た
農
産
物
。
次
に
、
地
域
内
で
入
手
で
き
る
も
の
。
次

に
、
北
海
道
産
。

食
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
南
幌
の
製
麺
工
場
、
「
サ
ッ
ポ
ロ
麺
匠
」
　
の
山

下
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
ポ
ロ
麺
匠
は
、
北
海
道
の
小
麦
で
ラ
ー

メ
ン
を
製
造
し
て
い
る
製
麺
所
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
は
、
「
そ
ば
」
と
違
っ
て
ス
ー

プ
に
こ
だ
わ
る
た
め
に
、
麺
の
素
材
ま
で
考
え
な
い
こ
と
が
多
い
、
と
の
こ
と
。

サ
ッ
ポ
ロ
麺
匠
さ
ん
、
「
需
要
が
あ
れ
ば
、
メ
ー
カ
ー
も
国
産
小
麦
を
使
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
消
費
者
が
、
お
店
に
要
望
し
て
い
け
ば
、
お
店
も
小
麦
に
こ
だ

わ
っ
た
ラ
ー
メ
ン
を
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
消
費
者
の
声
が
、
自
給
に

大
事
と
強
調
。

い
よ
い
よ
、
コ
ー
ス
の
最
終
地
点
。
江
別
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
。
籾
を
使
っ

て
、
米
を
乾
燥
さ
せ
る
と
い
う
機
械
を
使
っ
て
、
天
日
乾
燥
同
様
の
効
果
を
実

現
し
た
と
の
説
明
。
米
の
自
由
化
に
と
も
な
っ
て
、
ホ
ク
レ
ン
に
商
っ
た
販
売

か
ら
の
脱
却
を
狙
っ
た
江
別
の
試
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
道
内
各
地
の
米
の
販
売

に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
あ
た
え
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
地
域
で
考
え
て
、

地
域
が
生
き
残
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

予
定
通
り
午
後
四
時
半
、
テ
レ
ビ
塔
に
て
解
散
。
「
充
実
し
た
研
修
で
し
た
」

製
造
し
て
い
る
姿
勢
こ
そ
、
本
来
の
地
酒
の

姿
で
す
。
お
み
や
げ
の
お
酒
を
買
っ
て
、
次
の

現
場
、
長
沼
へ
。

「
こ
の
内
容
で
、
二
千
円
は
安
い
」
「
楽
し
か
っ

た
」
…
。
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
参
加
者
か
ら
の
感

想
で
し
た
。



昨
年
八
月
に
発
足
し
た
地
域
限
定
型
の
小
麦
研
究
会

江

別

麦

の

会

江
別
市
職
員
　
久
保
　
泰
雄

私
の
住
む
江
別
を
象
徴
す
る
言
葉
は
、
「
石
狩
川
」
、
「
原
始
林
」
そ
し
て

「
煉
瓦
・
や
き
も
の
」
で
す
。
農
協
、
農
試
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
製
粉
メ
ー

カ
ー
、
市
役
所
、
大
学
な
ど
八
団
体
で
構
成
さ
れ
る
江
別
麦
の
会
発
足
の

き
っ
か
け
は
、
こ
の
「
や
き
も
の
」
を
半
ば
強
引
に
、
道
産
の
小
麦
粉
と

さ
な
い
と
埋
没
し
か
ね
な
い
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
行
き
着
い
た
一
つ
の
答
え
が
、
「
地
域
」
　
の
力
を
借
り
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
都
市
化
が
進
む
こ
の
地
域
は
、
試
験
研
究
機
関
や
大
学
、

食
品
製
造
業
者
、
流
通
業
者
な
ど
農
業
と
関
わ
り
を
持
つ
各
分
野
の
力
を

利
常
で
き
る
場
所
で
す
。
加
え
て
、
小
麦
は
製
瀞
と
い
う
工
程
（
参
考
ま

で
に
、
道
内
の
地
場
製
粉
メ
ー
カ
ー
は
わ
ず
か
三
社
）
を
経
た
上
で
食
品

に
加
工
さ
れ
ま
す
か
ら
、
農
家
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
、
正
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
作
物
と
も
言
え
ま
す
。

ビ
ー
ト
糖
に
結
び
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
、
「
全
国
焼
き
菓
子
コ

ン
ペ
，
9
8
I
N
江
別
」
で
し
た
。

江
別
は
都
市
化
が
著
し
い
と
は
い
え
ま
だ
半
分
が
農
地
で

あ
り
、
そ
の
農
業
の
中
心
は
稲
作
と
酪
農
で
す
。
し
か
し
、

い
つ
の
間
に
か
、
小
麦
の
作
付
け
面
積
が
約
1
3
0
0
h
a
と

水
稲
の
六
割
を
越
え
て
い
ま
す
。
生
産
量
に
し
て
約
四
千
ト

ン
、
そ
れ
だ
け
転
作
が
定
着
し
た
訳
で
す
が
、
こ
の
小
麦
の

品
質
に
対
す
る
評
価
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
の
で
す
。

「
会
」
が
最
初
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
は
札
幌
ラ
ー
メ
ン
の
原

材
料
を
道
産
小
麦
で
賄
え
な
い
か
と
い
う
事
で
し
た
。
こ
れ

は
麺
適
性
や
ブ
レ
ン
ド
技
術
の
テ
ス
ト
を
継
続
中
で
す
し
、

流
通
上
の
い
く
つ
か
の
課
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
ら
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
む
し
ろ
話
の
中
心
は
、

こ
の
地
域
の
特
性
品
種
「
ホ
ロ
シ
リ
」
の
利
用
方
法
を
開
発
す

る
事
で
す
。
こ
れ
に
、
早
速
接
触
を
求
め
て
き
た
の
が
小
豆

島
の
素
麺
メ
ー
カ
ー
で
し
た
。
こ
の
メ
ー
カ
ー
は
、
よ
り
産

北
海
道
は
国
内
産
小
麦
の
約
六
割
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
は
、

十
勝
で
あ
り
、
北
見
で
す
。
国
際
情
勢
及
び
国
内
情
勢
を
背
景
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
る
農
業
政
策
は
、
主
力
産
地
を
念
頭
に
企
画
さ
れ
る
の
は
致
し

か
た
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
江
別
を
含
む
石
狩
に
は
ど
う
し
て
も
分
が
悪
く

な
り
ま
す
。
し
か
も
石
狩
や
南
空
知
に
は
、
比
較
的
小
さ
な
経
営
規
模
、

転
作
作
物
と
し
て
の
性
格
と
泥
炭
地
な
ど
と
い
う
十
勝
や
北
見
と
は
異
な

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
自
前
の
企
画
を
捻
り
出

地
の
顔
が
見
え
る
地
域
限
定
的
食
材
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
江
別
産
の

小
麦
粉
を
使
っ
た
素
麺
が
い
ち
早
く
実
現
で
き
ま
し
た
。

今
や
安
全
、
新
鮮
で
か
つ
高
品
質
の
食
材
は
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る

い
ろ
ん
な
段
階
で
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
l
方
的
な
注
文
を

出
せ
ば
済
む
と
い
う
こ
と
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
と
と
も
に
お
互

い
の
立
場
、
経
験
を
議
論
し
な
が
ら
、
結
び
つ
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す。
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こ
の
小
豆
島
の
例
に
限
ら
ず
、
個
性
的
で
安
全
さ
を
売
り
物
に
し
た
パ

ン
屋
さ
ん
、
お
菓
子
屋
さ
ん
、
製
麺
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
の
道
産
小
麦
に
対
す
る
評
価
は
悪
く
な
い
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
農
業
者
の
方
に
は
必
ず
し
も
こ
の
肯
定
的
な
評

価
は
届
い
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
こ
が
う
ま
く
通
じ
る
と
畑
で
の
作
り
方

が
違
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
い
き
な
り
経
営
が
改
善
さ
れ
る
訳
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
巧
く
行
く
こ
と
を
葎
験
で
き
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
「
会
」
の
活
動
が
、
こ
の
経
験
の
拡
大
に
役
立
て
ば
幸
い
だ
と
思
っ

革
づ
く
り
で
は
良
質
で
安
全
な
牧
草
を
作
る
た
め
、
減
農
薬
・
減
化
学

肥
料
に
務
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
良
質
な
牧
草
等
の
生
産
支
援
の
た
め
飼

料
診
断
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

牛
づ
く
り
で
は
衛
生
的
で
快
適
な
牧
場
環
境
を
め
ざ
し
、
健
康
な
牛
づ

く
り
の
奨
励
に
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
創
設
以
来
、
独
自
に
家
畜
診
療
部

門
を
設
け
て
健
康
な
牛
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
土
づ
く
り
、
草
づ
く
り
、
牛
づ
く
り
」
は
品
質
の
良
い
、
安
全
で
お
い

し
い
牛
乳
を
提
供
す
る
原
点
で
す
。

て
い
ま
す
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
生
産
を
め
ざ
す

サ
ツ
ラ
ク
農
業
協
同
連
合
野
毛
　
辰
二

私
ど
も
サ
ツ
ラ
ク
農
協
は
石
狩
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域

の
酪
農
家
が
つ
く
っ
た
、
酪
農
専
門
農
協
で
す
。
明
治
二
十

今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
要
請

に
よ
り
非
遺
伝
子
組
み
換
え
と
う
も
ろ
こ
し
を
飼
料
に
使
っ

た
牛
乳
を
、
新
し
い
製
造
ラ
イ
ン
を
設
け
て
四
月
よ
り
生
産

開
始
し
ま
し
た
ゥ
今
年
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
、
環
境
ホ
ル

モ
ン
間
遮
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
間
置
と
、
食
の
安
全
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
明
る
み
に
出
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
来
年
か
ら
は
有
機
農
産
物
の
認
証
制
度
が
発
足
し
て
、

食
の
安
全
性
と
農
業
の
あ
り
方
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
て
き
て

八
年
の
創
業
以
来
百
年
間
の
歴
史
の
中
で
つ
ね
に
　
「
土
づ
く
り
、
革
づ
く

り
、
牛
づ
く
り
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

土
づ
く
り
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
な
く
し
て
改
善
な
し
を
合
い
言
葉
に
、

親
合
員
の
依
頼
に
よ
り
独
自
に
土
壌
検
査
を
実
施
し
て
、
適
正
な
肥
料
設

計
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
健
全
な

土
壌
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
尿
は
生
物
処
理
（
リ
ア
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）

を
奨
励
し
て
自
然
を
汚
染
し
な
い
か
た
ち
で
大
地
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
十
一
世
紀
は
、
環
境
重
視
の
農
業
が
さ
ら
に
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
す
。
酪
農
は
牧
草
地
な
ど
の
線
の
景
観
に
よ
っ
て

北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
担
い
、
安
ら
ぎ
を
創
出
す
る

反
面
、
家
畜
糞
尿
等
、
酪
農
が
及
ぼ
す
環
境
汚
染
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
ま
す
が
、
生
態
系
を
重
視
す
る
環
境
保
全
型
の
酪
農
を
め
ざ
し
、
自

然
と
人
間
と
の
調
和
を
考
え
た
ク
リ
ー
ン
な
酪
農
と
食
の
安
全
を
重
視
し

た
エ
コ
ロ
ジ
ー
生
産
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



「
ロ
ー
マ
で
出
会
っ
た
美
味
し
い
野
菜
た
ち
」

札
幌
市
手
稲
区
官
丘
六
条
七
丁
目
四
の
十
三

「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ポ
タ
ジ
工
二
丁
ラ
二
シ
」

W
〇
二
－
六
九
一
－
八
三
二
二

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
　
寺
　
西
　
健
　
雄

そ
れ
は
、
九
十
四
年
の
十
月
。
当
時
、
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
、
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
飛
行
機
で
ミ
ラ
ノ
に
入
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
ア
ル
バ
、
ジ
エ

ノ
ヴ
ァ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ァ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
ン
プ
リ
ア
の
山
中
を
経
て
ロ
ー

マ
ま
で
と
い
う
約
三
週
間
の
「
食
べ
歩
き
」
の
旅
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

で
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
名
物
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
ロ
ー
マ
を
目
指
す

と
て
も
贅
沢
な
プ
ラ
ン
で
、
半
年
分
の
給
料
を
懐
に
随
分
と
意
気
込
み
、
毎

日
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
か
ら
ニ
ッ
星
、
三
ツ
星
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。
又
、

ワ
イ
ン
も
産
地
ま
で
訪
問
し
畑
を
見
な
が
ら
試
飲
す
る
日
々
…
と
、
今
考
え

る
と
良
く
身
が
続
い
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
（
こ
ん
な
こ
と
を
年
三
～
四
回
、

五
年
間
も
続
け
た
の
で
す
か
ら
。
）
こ
れ
に
付
き
合
っ
た
妻
も
さ
ぞ
大
変
だ
っ

た
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
い
つ
も
こ
コ
ニ
コ
楽
し
く
食
事
に
付
き
合
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
っ
つ
も
、
そ
れ
は
幸
福
な
時
間
で
し
た
。

そ
し
て
、
最
終
地
で
あ
る
ロ
ー
マ
へ
到
着
。

そ
れ
は
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
で
の
こ

と
で
し
た
。

そ
の
店
の
名
物
は
三
十
種
類
以
上
も
あ
る
野
菜
づ
く
し
の
前
菜
で
し
た
。
イ

タ
リ
ア
で
は
、
前
葉
、
パ
ス
タ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
続
く
の
が
普
通
で

す
の
で
。
私
た
ち
も
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
ら
、
「
や
め
と
き

な
。
本
当
に
食
べ
る
な
ら
、
前
菜
を
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
注
文
し
な
さ
い
。
」

と
忠
告
す
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
、
益
々
そ
の

名
物
に
期
待
が
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
四
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
に
乗

り
切
ら
な
い
程
の
野
菜
た
ち
の
お
出
ま
し
で
す
。
そ
し
て
、
う
れ
し
い
位
に

量
の
多
い
事
！
や
ぁ
驚
き
ま
し
た
。
し
か
も
　
「
お
か
わ
り
」
自
由
と
い
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ
す
が
こ
こ
は
イ
タ
リ
ア
、
や
っ
て
く
れ
る
で
は
な
い
か

と
庄
倒
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
お
味
の
方
は
…
。
「
う
ま
い
／
」
盛
り
付
や
見
て
く
れ
は
パ
ッ
と
し

な
い
け
れ
ど
本
当
に
ど
れ
も
こ
れ
も
美
味
し
い
。
そ
の
中
で
も
こ
れ
ぞ
と
い
う

ピ
カ
イ
チ
は
ラ
デ
ッ
キ
オ
の
サ
ラ
ダ
で
す
。
た
だ
、
塩
を
し
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
か
け
た
だ
け
な
の
に
そ
の
味
は
確
か
な
も
の
で
し
た
。
ま
ず
、
最
初
に

香
り
と
一
緒
に
甘
味
を
感
じ
、
清
涼
感
の
あ
る
後
味
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
、
パ

リ
パ
リ
と
、
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
で
す
。

私
の
実
家
は
農
家
で
、
子
供
の
頃
は
毎
日
野
菜
を
井
戸
水
で
冷
や
し
、
お

や
つ
が
わ
り
に
食
べ
、
そ
の
野
菜
の
美
味
し
さ
を
何
の
疑
間
も
な
く
ご
く
当

た
り
前
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
八
百
屋
で
買
う
野
菜
は
何

か
ひ
と
つ
物
足
り
ま
せ
ん
。
味
も
く
せ
が
な
く
、
甘
味
を
よ
り
感
じ
る
も
の

へ
と
改
悪
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
締
ま
り
の
な
さ
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。
皆

が
嫌
う
、
渋
み
・
苦
味
・
酸
味
な
ど
脇
役
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
大
切
な
味
の

構
成
要
素
が
軽
視
さ
れ
「
甘
く
て
美
味
し
い
」
　
コ
メ
ン
ト
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

日
本
の
農
家
は
ど
う
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
た
ら
、
友
人

達
の
中
に
健
康
で
身
体
に
優
し
い
野
菜
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と

知
り
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
彼
等
に
よ
り
い
い
も
の
を
作
っ
て
頂

き
、
私
は
そ
の
野
菜
で
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
ロ
ー
マ
で
味
わ
っ
た
感
激

を
伝
え
た
く
、
野
菜
料
理
を
食
べ
る
の
な
ら
「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ポ
タ
ジ
エ
・

テ
ラ
ニ
シ
」
　
へ
と
日
々
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
本
当

に
い
い
野
菜
を
生
産
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
正
し
く
評
価
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
良
き
友
人
で
あ
る
農
業
生
産
者
に
栄
光
が
輝

く
事
を
願
っ
て
。



「
お
い
し
い
野
菜
」札
幌
市
北
区
坂
部
　
敏
夫

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
食
品
が
何
時
で
も
手
に

入
る
幸
せ
。
こ
の
幸
せ
と
引
き
換
え
に
農
業
の

衰
退
、
農
薬
・
遺
伝
子
組
み
換
え
等
の
問
題
が

多
々
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
退
職
後
の
生

活
に
シ
ル
バ
ー
農
園
を
計
画
し
、
土
地
を
求
め

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
農
地
法
の
関
係
か
ら
取

得
で
き
な
い
と
の
事
。
取
得
し
た
土
地
は
、
十

余
年
も
放
置
さ
れ
た
離
農
者
の
宅
土
で
あ
り
ま

し
た
。
土
地
が
手
に
入
る
喜
び
で
購
入
し
た
が
、

そ
こ
は
泥
炭
地
の
た
め
暗
渠
が
必
要
で
耕
地
に

す
る
ま
で
に
一
年
の
期
間
を
要
し
ま
し
た
。
次

の
年
の
春
、
小
さ
な
耕
運
機
で
す
が
、
こ
れ
に

乗
っ
て
い
る
と
立
派
な
農
業
者
で
あ
る
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
馬
鈴
薯
を

始
め
種
々
植
え
ま
し
た
が
作
物
が
必
要
な
時
期

に
必
要
な
作
業
が
出
来
ず
、
そ
の
上
知
識
が
な

い
事
が
重
な
り
秋
の
収
穫
は
散
々
で
し
た
。
キ
ャ

ベ
ツ
は
虫
に
食
わ
れ
、
ス
イ
カ
は
弦
ぼ
け
、
ソ

バ
は
刈
り
取
る
時
期
を
知
ら
ず
実
は
ほ
と
ん
ど

地
に
落
ち
こ
れ
ま
た
収
穫
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た。
三
年
目
は
、
耕
地
面
積
を
減
ら
し
、
そ
こ
に

果
樹
を
植
林
し
た
が
野
ね
ず
み
の
食
害
に
あ
い

全
滅
し
て
し
ま
い
し
た
。
野
菜
を
作
っ
て
み
て

気
づ
い
た
事
は
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
る
よ

う
な
型
の
良
い
揃
っ
た
野
菜
は
な
か
な
か
出
来

な
い
も
の
だ
と
言
う
事
で
し
た
。

農
家
は
消
費
者
の
求
め
に
応
じ
、
売
れ
る
も

の
を
作
る
。
そ
の
た
め
に
化
学
肥
料
と
農
薬
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
う
。
ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

は
石
油
を
燃
や
し
て
季
節
に
関
係
な
く
野
菜
を

作
る
。
こ
ん
な
事
で
本
当
に
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
「
求
め
る
」
・
「
応
じ
る
」

の
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に

消
費
者
自
身
が
よ
り
利
口
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
失
敗
を
重
ね
な

が
ら
野
菜
作
り
を
続
け
ま
す
。

「
自
作
の
野
菜
は
お
い
し
い
」

型
が
悪
く
て
も
不
揃
い
で
も

「
安
心
・
新
鮮
そ
し
て
自
作

と
い
う
付
加
価
値
が
付
い
て

本
当
に
美
味
し
い
」
。
健
靡

の
許
す
限
り
シ
ル
バ
ー
農
園

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
期
待
す
る

「
食
の
自
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
活
動

札
幌
市
中
央
区
　
五
十
嵐
　
美
由
紀

（
農
業
改
良
普
及
員
）

私
が
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ひ
か
れ
た
理
由

は
、
農
業
者
、
涜
通
、
消
費
者
と
言
う
、
垣
根

を
越
え
た
集
ま
り
だ
っ
た
事
で
す
。
「
運
営
委
員

会
に
出
て
ほ
し
い
」
と
い
う
事
務
局
の
大
熊
さ

ん
の
お
誘
い
で
、
恐
る
恐
る
？
出
席
し
ま
し
た

が
、
ち
ょ
っ
と
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
様
な
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
構
成
。
そ

れ
ぞ
れ
が
、
「
食
」
や
「
農
」
に
つ
い
て
、
熱
い

思
い
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
事
が
、
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
団
体
は
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、

同
じ
活
動
を
す
る
。
と
い
う
の
が
一
般
的
で
し

た
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
「
食
」
や
「
農
」
へ

の
思
い
を
持
っ
た
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

自
分
の
出
来
る
事
を
実
践
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
、
「
食
」
や
「
農
」
に
対
す

る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、
啓
蒙
活
動

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
し
て
、

微
力
で
す
が
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



．悉知ら替∋桓ヂ隻1

食の自給ネットワーク主催によるフォーラム開催〝
日・時：2000年2月19日（土）13：30、15：30

場　所：共済ビル8F　やよい　札幌市中央区北4粂西1丁目

今年度のテーマ：「地産地洞と地域（経済）の活性化」です。細評は後日、チラシなどにて

会員のみなさんにお知らせいたします。乞うご期待．′

有機農産物・有機食品の検査認証制度説明会
日　時：1999年12月12日（日）13：30、

場　所：旭川市トーヨーホテル　旭川市7粂通7丁目

参加費：一般5，000円　ACOH会員3，000円

講　師：農林水産省食品流通局食品表示対策室長　大　酉　詳　三　氏

神戸大学教授　保　田　　茂　氏

主　催：ACOH北海道有機認証協会

問い合わせ先：北海道有機認証協会事務局　　Tel．011－786－7716

JAS法改正に伴い、有機農産物・有機加工食品の定義や審査法が一新。この制度の導入

によって消費者をはじめ生産者・加工業者、小売り業者にどのような対応が望まれるのか。

また、制度そのもののねらいはなにか、国内外における動向はどのような状況にあるのか等

をわかりやすく解説します。

買ってはいけない札幌講演会
日　時：2000年1月15日（土）13：15～15：30

場　所：共済ホール　札幌市中央区北4粂西1丁呂

入場料：500円

主　催：生活クラブ生協西・中央・南支部

問い合わせ先：生活クラブ第一センター　でel．011－665－1010（森）011－667－5670（神谷）

コマーシャルから商品イメージばかりが流される一方で、消費者が本当に必要としている情

報の多くは隠されています。食品や生活用晶の安全性、そして今大きな間置となっている遺

伝子組み換え食品について考えてみたいと思います。

川
包
…
包
小
包
－
包

春
、
遅
い
雪
解
け
の
後
の
好
天
。
雪
の
多
い
年

は
豊
作
と
い
う
言
葉
も
あ
り
、
期
待
さ
れ
た
九

十
九
年
。
し
か
し
夏
ま
で
は
順
調
だ
っ
た
作
物

に
襲
い
か
か
る
猛
暑
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
作
柄

は
今
一
つ
。
中
に
は
近
年
稀
に
見
る
大
凶
作
だ
っ

た
と
い
う
生
産
者
も
い
る
。
や
は
り
北
海
道
は

北
海
道
ら
し
い
気
候
で
な
く
て
は
い
け
な
い
よ

う
だ
。
そ
ん
な
中
、
み
ん
な
で
植
え
た
小
麦
は

少
な
い
な
が
ら
も
無
事
収
穫
。
苦
労
の
甲
斐
あ
っ

て
感
謝
祭
に
登
場
し
た
パ
ン
は
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
。
そ
し
て
半
年
が
か
り
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
も
幕
を
閉
じ
た
。
今
年
は
す
ご
く
印
象
深
い

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
渡
辺
　
克
也
）

あ
な
た
の
情
報
を
是
非
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

「
紹
介
し
た
い
人
」

「
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
企
画
」

「
試
し
て
見
て
調
理
方
法
」
等
ご
紹
介
下
さ

ヽ

一

一

〇

あ
な
た
も
F
空
飛
ぶ
て
ん
と
う
虫
』
編
集
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

カ
ッ
ト
、
写
真
、
も
ち
ろ
ん
投
稿
大
歓
迎
／


